
　
文
京
区
は
、
森
鷗
外
や
夏
目
漱
石
、
樋
口

一
葉
、
石
川
啄
木
な
ど
数
多
く
の
文
人
が
暮

ら
し
て
き
た
ま
ち
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
千
駄
木
に
森
鷗
外
記
念
館
が
開
館
し

多
く
の
フ
ァ
ン
が
来
場
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
文
化
的
な
面
や
、
江
戸
時
代

の
面
影
を
感
じ
さ
せ
る
史
跡
な
ど
を
残
す
歴

史
的
な
一
面
、
小
石
川
後
楽
園
や
六
義
園
の

よ
う
な
多
く
の
庭
園
や
公
園
の
存
在
が
、
魅

力
あ
る
ま
ち
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
特
色
は
平
成
22
年
6
月
に
新
た

に
策
定
さ
れ
た
文
京
区
基
本
構
想
に
生
か
さ

れ
、
10
年
後
の
将
来
都
市
像
を
「
歴
史
と
文

化
と
緑
に
育
ま
れ
た
、
み
ん
な
が
主
役
の
ま

ち
﹃
文
の
京
﹄」
と
定
め
、
そ
れ
を
も
と
に

さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

世
帯
数
の
増
加
を
背
景
に

　
文
京
区
に
お
い
て
は
高
齢
者
施
策
や
子
育

て
支
援
策
を
優
先
的
な
重
点
施
策
と
し
て
扱

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
区
内
の
高
齢

区内には春の訪れを感じさせる花の名所が多い。
写真は六義園のしだれ桜

歴
史
や
文
化
の
ま
ち

「
文
の
京
」、文
京
区

高
齢
者
世
帯
や
子
育
て

世
帯
の
需
要
の
高
ま
り

第 4回
文京区

住みやすさを支える新たな取組
〜住んでいてよかったと思える「文

ふみ

の京
みやこ

」の実現に向けて〜

文京区は平成22年に基本構想を新たに策定し、「歴史と文化と緑に育まれた、みんなが主役のまち
『文の京』」の将来都市像を目指してさまざまな施策を実施しています。そして平成25年度は
「協働を推進し、活気に満ちた地域社会を創造する予算」のもと、数ある重点施策の中でも、

高齢者や子育て世帯に向けて独自性のある取組が実施されます。
今回、住みやすいまちづくりに向けて行われる数々の独自性ある施策を取り上げます。
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者
世
帯
数
や
子
育
て
世
帯
数
の
増
加
が
あ
り

ま
す
。

　
平
成
22
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
区
内

の
高
齢
者
の
い
る
世
帯
は
２
万
７
７
１
９
世

帯
と
全
世
帯
数
の
24
・
8
％
に
上
り
ま
す
。

平
成
７
年
（
２
万
８
９
３
世
帯
）
と
比
較
し

て
も
1
・
3
倍
の
増
加
で
す
。
ま
た
、
平
成

23
年
の
住
民
基
本
台
帳
に
よ
る
と
、
全
高
齢

者
の
中
で
後
期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
）
の
割

合
が
51
・
5
％
と
な
る
な
ど
、
よ
り
年
齢
の

高
い
人
の
人
口
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
子
育
て
世
帯
数
に
つ
い
て
も
、
平

成
23
年
に
は
区
内
の
出
生
数
が
１
７
１
２
人

と
10
年
前
と
比
較
し
て
も
1
・
5
倍
と
増
加
、

合
計
特
殊
出
生
率
も
近
年
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
世
帯
の
区
内
へ
の
転
入
も

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
年
少
人
口
が
10

年
前
に
比
べ
て
20
％
近
い
増
加
（
平
成
14
年

１
万
７
７
５
９
人
↓
平
成
24
年
2
万
１
２
５

３
人
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
子
育
て
支
援
に
対
す
る
需
要
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
区
で
は
高
齢
者
や
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
構
築
す
る
た

め
、
独
自
性
の
あ
る
取
組
で
区
民
の
要
望
に

応
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
の
担
い
手
を
育
成
す
る

　
区
が
行
う
高
齢
者
に
対
す
る
施
策
は
、
こ

れ
ま
で
も
医
療
と
介
護
の
連
携
強
化
の
た
め

の
医
療
連
携
推
進
員
の
配
置
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
な
ど
直
接
的
な
支

援
内
容
を
強
化
し
た
り
、
高
齢
者
自
身
の
社

会
参
加
の
促
進
と
い
っ
た
も
の
が
実
施
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
支
援
を
行
う
担
い
手
の
育
成
も

重
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
文
京
区
社
会
福
祉

協
議
会
が
障
が
い
者
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

25
年
度
初
め
て
行
政
主
催
に
よ
る
介
護
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
企
画
「
高
齢
者
施
設
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座
」
を
実
施
し
、
区
民
が
高
齢
者

を
支
え
る
た
め
の
人
材
育
成
を
行
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
は
一
般
的
に
高
年
齢

層
を
対
象
に
し
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す

が
、
こ
の
取
組
で
は
中
・
高
年
齢
層
（
ミ
ド

ル
・
シ
ニ
ア
）
と
対
象
を
広
げ
た
内
容
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
修
了

後
、
受
講
者
が
区
内
の
高
齢

者
施
設
で
実
際
に
活
動
で
き

る
よ
う
に
、
区
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
先
を
調
整
し
紹
介
す
る

と
い
う
点
が
特
徴
で
す
。

受
入
れ
先
か
ら
も

期
待
の
声

　
こ
の
講
座
を
通
じ
て
、中・

高
年
齢
層
の
区
民
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に

始
め
ら
れ
る
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
社
会
活
動
へ
の
関
心

を
喚
起
す
る
こ
と
で
、
高
年

齢
層
に
な
っ
て
か
ら
の
閉
じ

こ
も
り
を
予
防
し
た
り
、
健

高
齢
者
を
支
え
る
人
材
育
成「
高
齢
者
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」

　前基本構想は「『文の京』の明日を創る」として平成13年7月に策定。「区
民が真に潤い・安らぎ・豊かさを実感できるまちの実現」として、「個人の
尊厳の尊重」「自立支援」「対等な関係と協力」「区民参画」を理念に施策が
行われてきた。
　現在の文京区基本構想は前基本構想をさらに発展させ、平成22年6月に新
たに策定された。「１ みんなが主役のまち」「２ 『文の京』らしさのあふれ
るまち」「３ だれもがいきいきと暮らせるまち」という３つの理念を踏まえ
て、10年後の将来都市像「歴史と文化と緑に育まれた、みんなが主役のま
ち『文の京』」として定め、各種の取組が行われている。

　 「文の京」の理念の流れ

「文京区基本構想」のもと、平成23年から３年間の実施計画に沿って、総
合的・計画的な行政運営が図られている。
　上記の３つの理念、10年後の将来都市像に向けた暮らしやすいまちづく
りを実現しようと、「子育て・教育」「福祉・健康」「コミュニティ・産業・
文化」「まちづくり・環境」「行財政運営」等さまざまな分野ごとに各種取組
が行われている。また、区民と一緒にアイデアを出し合い、ともに作り上げ、
分かち合えるような区民参画を意識した施策が実施されているのも特徴的。
　さらに、ファーストワン施策（他の自治体では実施していない施策、すで
に実施している事業でも一層の創意工夫をする、新しい側面から区民のニー
ズを把握し職員の意識改革やさらなるサービスの向上につなげる目的を有す
る施策）など、優先度の高い重点施策を選定し予算編成に反映させることで、
区民の声を的確にとらえた施策の展開を図っている。
　なお、平成25年度は実施計画の計画期間である３ヵ年の最終年となる。

　 基本構想実施計画

平成24年11月に開館した
森鷗外記念館

「文の京」のコンセプト・
文京区の基本構想について

多くの来場者でにぎわう
根津神社の「つつじまつり」

墨
田
区

中
野
区

品
川
区

文
京
区

千
代
田
区

江
東
区

杉
並
区

目
黒
区

台
東
区

中
央
区

足
立
区

豊
島
区
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く
、
そ
の
不
安
感
や
孤
立
感
が
産
後
う
つ
や

児
童
虐
待
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
不
安
感
や
孤
立
感
を
解
消
し
、
外

の
人
た
ち
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
安
心

感
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
、
妊

娠
期
や
出
産
後
の
個
々
の
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

た
情
報
を
定
期
的
に
届
け
る
こ
と
と
し
た
も

の
で
す
。

康
の
増
進
を
図
る
と
い
う
狙
い
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
将
来
体
験
す
る
で
あ
ろ
う
親
等
の

介
護
に
関
す
る
知
識
・
技
能
を
習
得
で
き
る

こ
と
で
、
自
宅
や
地
域
へ
の
関
わ
り
づ
く
り

と
し
て
の
一
端
や
、
区
内
の
高
齢
者
施
設
に

お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
需
要
に
も
対
応
で
き

る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
講
座
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
区
内
の
高

齢
者
施
設
へ
の
協
力
要
請
も
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
は
区
内
の
高
齢
者
施
設
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
5
カ
所
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
８
カ
所
）
に
協
力
依
頼
し
て
お
り
、
す
で

に
各
施
設
の
受
入
れ
状
況
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
す
る
際
の
必
要
知
識
を
確
認
し
、
実

施
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

　
受
け
入
れ
る
施
設
側
も
「
外
出
時
の
移
動

介
助
、
利
用
者
の
話
相
手
、
イ
ベ
ン
ト
時
の

手
伝
い
等
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
が
必
要

な
場
面
が
多
い
の
で
、
受
講
後
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
来
て
欲
し
い
」
と
い
っ
た
前
向

き
な
意
見
が
多
い
と
い
い
ま
す
。

　
一
方
、
平
成
24
年
度
に
高
齢
者
の
社
会
参

加
促
進
事
業
と
し
て
行
っ
た
中
・
高
年
層
対

象
の
「
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
講
座
」
で
は
、
受

講
者
同
士
の
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
（
参
加
者

会
議
）
を
実
施
し
交
流
の
場
を
提
供
し
た
こ

と
が
好
評
で
し
た
。
今
後
も
中
・
高
年
層
の

方
が
地
域
と
つ
な
が
り
を
も
ち
な
が
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
動
の
「
担
い
手
」
と
な

り
活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
継
続
し
た
事

業
の
企
画
や
実
施
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
出
産
、
子
育
て
で
き
る
よ
う
に

　
優
先
的
な
重
点
施
策
の
ひ
と
つ
で
あ
る
子

育
て
支
援
策
は
「
地
域
の
思
い
や
り
に
あ
ふ

れ
た
＂
お
せ
っ
か
い
＂
の
輪
の
中
で
、
み
ん

な
が
楽
し
く
育
ち
合
え
る
ま
ち
」
を
将
来
像

に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
増
加
す
る
年
少
人
口
に
対
し
、
保
育
サ
ー

ビ
ス
や
学
童
保
育
の
需
要
が
高
ま
っ
て
お
り
、

待
機
児
童
も
生
じ
て
い
る
た
め
、
平
成
25
年

度
で
は
、
保
育
所
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た

対
策
の
一
層
の
強
化
や
学
童
保
育
事
業
の
拡

充
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
区
の
描
く
将
来
像
を
感
じ
さ
せ
る

支
援
が
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
子
育
て
情
報
を
登

録
者
に
配
信
す
る
「
子
育
て
応
援
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
」
の
取
組
で
す
。
妊
婦
や
乳
幼
児
を

持
つ
親
は
、
地
域
社
会
に
関
わ
る
機
会
が
少

な
く
な
り
が
ち
で
「
孤
育
て
」
に
陥
り
や
す

高齢者施設ボランティア講座の概要

その他の子育て支援の主な施策

　講座は、前期（７月頃）と後期（12月頃）に３日間ずつの実施
を予定。１〜２日目は、ボランティア活動の意義や心得、認知症の
理解等に関する講義や、簡単な車いす操作等の軽介護技術の講習を
実施。３日目は、区内施設において実際にボランティア活動の実習
（体験）をする予定。実習を通して、講座修了後のボランティア活
動のイメージ作りを行っていく。

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
で

子
育
て
を
支
援
す
る

平成24年度に実施
した「ミドル・シ
ニア講座」の様子

ボランティア講座を通
し地域の担い手として
だけでなく、施設での
活動にも期待がかかる

（写真はイメージ）

　待機児童の解消を目指して、平成22年度からの計画では、公立保育園の定員増、私立認可
保育所、認証保育所の開設等の取組により、当初の目標を上回る404人の保育サービス事業
量の拡充を行ってきたが、さらに平成26年度までに425人の追加整備を図る。

　仕事と子育ての両立

　地域の子育て支援の拠点として、子育て親子の交流の場であり、気軽に子育ての相談ができ
る子育てひろばを運営するとともに、子ども家庭支援センターに親子交流ひろばを設けている。

　子育ての負担感、孤立感等の解消

〜基本構想の将来像「地域の思いやりにあふれた“おせっかい”の輪の中で、
　　みんなが楽しく育ち合えるまち」の実現のために〜
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「
子
育
て
応
援
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
」
で
は
、

妊
婦
と
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
保
護
者
を
対

象
に
、
母
親
学
級
の
開
催
や
離
乳
食
講
習
会
、

予
防
接
種
、
検
診
の
案
内
、
子
育
て
ひ
ろ
ば

な
ど
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
の
紹
介
と
い
っ
た
情

報
を
配
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

情
報
提
供
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
自
分
か

ら
ア
ク
セ
ス
し
な
い
と
情
報
が
手
に
入
ら
な

い
と
い
う
面
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
、
子
育

て
世
代
が
多
用
す
る
電
子
媒
体
を
活
用
し
、

配
信
と
い
う
形
で
よ
り
積
極
的
な
情
報
提
供

が
可
能
に
な
る
こ
と
か
ら
、
子
育
て
を
す
る

人
に
と
っ
て
安
心
感
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

N
P
O
と
の
協
働
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
情
報
発
信

　

今
回
こ
う
し
た
取
組
を
行
う
に
あ
た
り
、

区
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
き
ず
な
メ
ー
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
協
働
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
は
、
妊
娠
・
子
育
て
中
の

女
性
に
、
そ
の
日
の
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の
様

子
や
各
時
期
の
子
ど
も
の
発
達
状
態
に
対
す

る
ア
ド
バ
イ
ス
の
メ
ー
ル
を
配
信
す
る
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
、
行
政
が
行
っ

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
を
併

せ
て
配
信
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
す
。

成
26
年
度
に
策
定
作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
さ
ら
な
る
進
展
が
考
え
ら
れ
る
高

齢
化
社
会
に
対
し
、
区
で
は
講
座
の
取
組
を

通
し
て
、
地
域
の
住
民
同
士
の
支
え
合
い
の

風
土
や
地
域
の
社
会
貢
献
の
喚
起
を
高
め
る

狙
い
と
と
も
に
、
質
の
高
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
育
成
で
将
来
の
介
護
の
人
材
不
足
を
補
え

る
よ
う
展
望
し
て
い
ま
す
。
講

座
受
講
者
が
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
施
設
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と

な
る
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
、

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
シ
ス

テ
ム
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
地
域
の
多
様

な
主
体
と
関
わ
り
合
い
な
が
ら
、

地
域
課
題
を
解
決
す
る
「
新
た

な
公
共
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
、

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
教
訓

や
都
の
新
た
な
被
害
想
定
等
を

踏
ま
え
た
地
域
防
災
計
画
に
基

づ
く
現
実
に
即
し
た
実
効
性
の

高
い
災
害
対
策
な
ど
質
の
高
い

政
策
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
す

べ
て
の
区
民
が
豊
か
さ
を
実
感

で
き
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会

を
築
い
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
は
平
成
23
年
度

か
ら
続
く
「
基
本
構
想
実
施
計
画
」
の
最
終

年
で
あ
る
と
と
も
に
、
次
期
計
画
の
策
定
の

年
と
な
り
ま
す
。
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
と

思
え
る
ま
ち
づ
く
り
「
文
の
京
」
を
実
現
す

る
た
め
に
集
大
成
と
な
る
年
と
位
置
付
け
ら

れ
る
だ
け
で
な
く
、
将
来
像
の
実
現
に
向
け

大
事
な
年
に
な
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
子
育
て
支
援
策
や
高
齢
者

施
策
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
子
育
て
支
援
で
は
、
平
成
27
年

度
か
ら
の
子
育
て
支
援
計
画
を
策
定
す
る
に

あ
た
り
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
意
識
・
ニ

ー
ズ
調
査
が
平
成
25
年
度
に
実
施
さ
れ
る
予

定
で
す
。
国
の
制
度
も
念
頭
に
置
き
、
保
育

の
量
的
拡
大
や
質
の
高
い
幼
児
期
の
総
合
的

な
教
育
、
保
育
の
提
供
等
を
目
指
し
て
、
平

メールにより、妊産婦に
必要な情報発信がダイレ
クトに行える

住
み
や
す
い
と
思
え
る

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

その他の平成25年度予算の主要事業（抜粋）

◦いじめ・不登校対策の強化
　小・中学校のスクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの増員
◦民間高齢者施設の整備
　民間事業者主体による特別養護老人ホーム、ショートステイの整備
◦新たな公共プロジェクト
　対話や講座、意見交換会等を実施し、地域の多様な主体が関わり合い、地域課題の解決を図る
◦地域活性化のためのトリプルB（BUNKYO BRAND BUILDING）事業
　地域ブランド確立支援事業の実施で優れた商品の紹介やにぎわいにつながる取組
◦新たな地域防災計画を踏まえた防災事業
　新たな文京区地域防災計画に促した、現実的かつ実効性の高い災害対策の構築
◦妊産婦・乳児救護所及び福祉避難所の整備
　妊産婦等や災害時要援護者が安心して避難生活を送れるよう区内４大学及び７ヵ所の福祉施設を

救護所・避難所として、必要な物資等を整備

墨
田
区

中
野
区

品
川
区

文
京
区

千
代
田
区

江
東
区

杉
並
区

目
黒
区

台
東
区

中
央
区

足
立
区

豊
島
区
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